
令和７年度第１回長野県動物愛護管理推進懇談会 

・開催日時：令和７年６月 17日（火）午後１時 30分から午後３時 30分 

・開催場所：長野県庁西庁舎１階 110会議室 

・出席構成員：竹田構成員、福澤構成員、佐藤構成員、山本構成員、降籏構成員、古山構成員、松

井構成員、大河内構成員、久保田構成員、大原構成員、矢島構成員、福井座長 

 

１ 開会 

２ 食品・生活衛生課長あいさつ 

３ 会議事項 

（１）令和７年度長野県動物愛護管理推進懇談会について 

（２）長野県動物愛護推進計画の施策体系及び数値目標について 

（３）長野県動物愛護管理推進計画の令和６年度進捗状況 

   事務局から説明 

福井座長 

・狂犬病の対応、地域猫活動の助成金のところで、長野市、松本市に意見を伺いたい。 

大河内構成員 

・狂犬病予防注射については、長野市ではまだ集合注射を実施していて、令和６年度の集合注射は

14 地区で 102 会場、実施頭数は 2030 頭。それに対し、令和７年度は 13 地区で 98 会場、2120 頭。

集合注射の会場は以前よりもかなり減らしており、令和４年から５年にかけて、会場を大きく減ら

している。理由としては、コロナ時期以前の会場は場所によっては、ソーシャルディスタンスの確

保できないような会場もあった。また、動物病院数が増加し、病院の所在地近くの会場は見直し、

現在、約 100 会場で実施している。平成 21・22 年は全体の注射の数の 50%ぐらいが集合注射での

実施率であったが、令和６年度だと 15%、令和５年度でも 15.8%と集合注射での実施率が減ってき

ている。今後、集合注射の実施のあり方を考えなくてはと思っている。ただ、山間地は、動物病院

がなく、お年寄りの飼い主もおり、犬も飼われているので、全ての会場をなくすわけにはいかない

というのが非常に悩ましいところ。動物病院で注射を受けると、その他の費用として、病院使用料、

初診料等がかかる病院もある。病院での注射率が集合注射率に比べて徐々に増えてきているという

状況。最後に長野市全体の狂犬病予防注射率としては、令和６年度登録頭数に対して、注射頭数は

91%となっている。 

・繁殖制限手術の助成については、令和６年度から助成費用を増加させている。雄が 1万円、雌が

1 万 3000 円の補助を行っており、これは飼い主のいない地域猫に力を入れようということで令和

６年度から助成額を増やしている。それまで令和５年度は一律 6000 円だったがそれを増やして、

行っている。 

久保田構成員 

・松本市の場合は４月から５月にかけて、22・23日間くらいで会場が 45・46ヶ所ぐらいの場所で

集合注射を実施している。滞在時間は 30 分ぐらいから長いところは２時間ぐらいである。松本市

の場合は犬の登録数は約 1 万頭程度。それに対して注射頭数 9000 頭ぐらいで注射の登録頭数に対

する注射実施率は 87%、88%まではいかないということになっている。その中で集合注射の割合は、

大体 4割弱ぐらい。これから飼い主も高齢化ということがあるので、やはり利便性や注射実質率を

上げるということで考えると、松本市としては引き続き、各地域を巡回しながらの集合注射を継続

する必要があるのかなと思っているところ。 

・猫の助成金について、資料 15 ページに記載があるが、松本市の場合は、あくまで補助金という



ことで個人に対してではなく、任意の団体を助成対象と限定をしている。猫を地域で管理していた

だくような場合に、その地域の団体に対して助成しているというやり方である。併せて記載はない

が、地域であり、個人の方がたくさんの猫を抱え込んで多頭飼育ということで問題になってしまっ

た場合も、市の補助金などを使って不妊手術をしていただく制度もある。 

福井座長 

・15 ページの資料のところに動物愛護会の松塩筑支部の記載があるので、降籏構成員に発言お願

いする。 

降籏構成員 

・一つは 4月に不妊手術の助成ということで、資料に書かれているように、５千円と２千円で実施

している。松本市等が指定する認定を受けている団体が管理する地域猫ということで一番下に載っ

ているが、雌が 1万 6500円、雄 8800円というようなことで、ここまでの金額を出してもらうと病

院側の方でもこれにほとんど飼い主が補助なしでも手術ができる金額になっていている。自身が経

営する病院はこれに合わせて、とにかく一頭でも多く不妊去勢手術が出来るように対応している。

その成果もあり、今「地域猫」と言われる管理されている場所が 162ヶ所ぐらいあったが、ほとん

ど手をつけてきて、今はどちらかというと問題は多頭飼育に移ってきているのかなという感じであ

る。地域猫はこのような市町村や動物愛護会の補助金のおかげで、何とか格好がついてきていると

いうのが現状。 

福井座長 

・獣医師会も補助等で色々絡んでいるかと思うので、山本構成員いかかが。 

山本構成員 

・獣医師会では公益目的の支出ということで、何年かにわたって補助させていただいているところ。

公益目的支出が今年度、来年度で状態が変わってくるので、その辺りの予算はまた皆さんと相談し

ながら、検討していけたらと考えている。ただ決してこの活動自体を賛同していないわけではない

のでまた前向きに検討できればと思う。 

福井座長 

・実際、不妊去勢手術の一番お近くでご苦労されている、松井構成員いかかが。 

松井構成員 

・私は団体に所属して、何をしようかと思ったときに、元々犬飼いで犬を５匹飼っていて、とにか

く犬が大好きで、何かできることがないかなと思い、現在所属の団体に所属した。いざ、蓋を開け

てみたら、対応しなくてはならないのは猫だったということで猫にシフトチェンジし、ずっと携わ

らせていただいている。県内のこの助成金の仕組み作りが、ここまで進んだということに、とにか

くそれが今一番嬉しい。長野県は幸いにも野良犬というものがおらず、皆さん大事に室内で飼って

くださる方が多く、猫と違って繁殖を無鉄砲にしているという状況下ではない。 

ただ、猫はどうしても飼い主のいない猫が県内どの地域にもおり、やはり全体数の分母をとにかく

減らさなければと思うところ。どんな形でも猫は入手が簡単なので、各市町村でも危機感を持ち、

いろんな関係部局と繋がりボランティアさんを巻き込んだり、自治会も巻き込んだりしながら、繁

殖制限を第一にやっていこうという経過が出ていることが今すごく嬉しく感じている。 

福井座長 

・古山構成員、犬については今後どうあるべきとかご意見頂きたい。実際に犬を訓練されていて、

もう少し訓練とか犬の飼養者ももうレベルアップしていただくとか、現在、番犬とかも死語になっ

ていてあまり外で飼っている人もいないが、犬の問題等で何かお考えがあれば。 

古山構成員 



・所属するジャパンケネルクラブというのは純血種の血統書発行団体で日本一であるとともにい

ろんな業者の方たちとお付き合いが深い。ただ、私は訓練士であるというのが一番初めになるので、

やはりその登録頭数が減ることジャパンケネルクラブにとってみたら、もう少しやはり登録頭数が

健全な頭数になってくる方がいいと思う。訓練士なので、人々の夢に対する価値観というものは変

えられないということは自覚している。人間対人間に対する言葉なので僕も同様であるが、この方

の言うことと、この方、２人いたときにそのどちらかの方の言葉が響くかどうかは個人差があるよ

うに思う。一番大事だなと思っているのは、価値観を共有することはなかなか難しいと。それであ

れば、動物を売ることをどう制限していくかということが非常に大事だなと思っている。やはり安

易に動物を買えてしまう状況。どこかを攻撃するつもりはないが、やはり移動販売がまだできてい

る状況があるのが現状。そこにはたくさんの犬が来ていて、もちろん販売価格も安い。行ったこと

がないので詳細はわからないが、動物を売りに来るような形でやってきて、どうしてもイベントみ

たいな形になってしまうので、安易に動物が手に取りやすくなっている現状があるのではないか。

そうすると結局、購入した人が困ったときにもうその業者がいないので、僕らみたいなところに相

談に来る方はいるが、やはり、その飼い主さんが買うまでに指導をして、また動物種を選んで買っ

てもらうかをきちんと行政としてもう少し何かできるのではないかと思うが、実際には難しい状況

であることもわかる。 

福井座長 

・動物愛護センターから災害の関係で発言をお願いする。 

矢島構成員 

・資料の 10 ページ、動物愛護センターでは災害のときは保健施設ということでペットの災害対策

を県庁と連携しながら進めていった。昨年実施したなか、やはり感触が良かったのは、実際に動物

を連れてきてもらう、犬や猫を実際にハローアニマルに連れてきてもらい、そこで避難所設営の訓

練を実施した。これが非常に参加者からご好評であった。座学も大事であるが、実際に避難所と仮

定した場所に、犬や猫を連れているというのは、これもやはり参加者にとっては実践的な経験だっ

たという感想があった。やはり、避難所に連れてくるときに犬や猫がクレートに入らない、キャリ

ーバッグなどに入らないとそもそも避難ができない。避難して行った場所でも落ち着いてそこで過

ごせるか、他の動物とうまく過ごせるかそういったことなどが大事になってくるので、昨年研修会

を実施し、災害対策は日頃の適正飼養の目安にもなる。センターでは、今年も実践的な災害の講習

会と予定している。 

・その他、普及啓発のグッズについて、昨年の第２回の懇談会でも、発言させていただいたが、防

災手帳・健康手帳である。これは竹田先生からヒントをいただき、ペットの防災手帳健康手帳とい

うものを作らせていただいた。これは A4 サイズで、家庭においても、一般的なサイズで印刷でき

るようになっている。特徴は、表面に飼い主さんと一緒に写った写真を載せる。これは昨年、一緒

に活動させていただいた東信で活動する防災団体さんからヒントをいただいた。ペットと飼い主さ

んが一緒に写った写真を掲載するものである。いざという時に携帯すると、はぐれてしまったとき

にこの写真をコピーして、あちこちの避難所とかに貼り出しておけば、探すときに、手がかりにな

るかもしれない。写真以外の手帳の中身については登録注射の情報、マイクロチップの情報、ある

いは日頃のかかりつけの動物病院、投薬情報などの記入箇所があるが、県の手帳の特色としては、

災害時の避難場所を書く欄を設けている。あらかじめ飼い主に災害時の避難場所を記入し、ご自身

でこの子を連れて、この避難所に行けばよいというのを事前にイメージしていただく。防災に関す

る意識を高めていただくきっかけとして、この手帳も利用していただければ。今年度も機会を通じ

て手帳を配っていきたい。このような手帳は実際には多く存在するので、長野県はどちらかという



と途中から作ったような感じにはなるが、長野県のものに限らず、そのような手帳を活用してペッ

ト防災の意識を高めていただければと思う。 

・それから、昨年は動物用避難袋を作成した。詳細はホームページからダウンロードできる。内容

として、日頃から食べているフードとかご飯、それと水。あるいはトイレ周り。トイレ周りで必要

ならビニール袋とか、取り入れて片付ける必要がある。特色があるのは猫であり、トイレ砂も災害

避難ときに必要である。まずは飼い主が、２日間できれば１週間ぐらい一緒に暮らしていけるだけ

の荷物を持って避難していただきたいというもの。こちらも普及啓発を進めているので、今年度も

様々な機会で進めていきたいと思う。 

福井座長 

・防災手帳であるが、昨年竹田構成員の発案を参考にさせていただいた。竹田構成員、ちょうど保

護犬も飼い始められたということでその辺りの防災、家畜の防災等で何かあれば。 

竹田構成員 

・まだまだ長野県だけではなく、他の自治体でも同様と思うが、家畜に関する災害時の対応という

のは、どうしても現状の動物愛護法が伴侶動物に偏っているので、遅れがちではある。現にこの推

進計画の中にもふれられている平成 23 年の栄村を中心とした北部地震の際にも、肥育牛舎が倒壊

して、死んだ牛はそれほど多くなかったが、災害は実際にも起きている。ちょうど本年度は、栃木

県の事例だが、栃木県内の高校で、家畜、メインは牛で避難訓練というのを高校独自の取り組みで

地域の JA などとの連携をしながら、取り組み、私自身がアドバイザー的に関わって、実施した事

例があった。話を聞いていると、内閣府で、災害対応の大きな事業があるらしいが、その中の一環

として、家畜を対象にしたものとして取り組んだと非常に珍しい事例かと思う。関東エリアではテ

レビでも紹介されたそうだが、長野県においても、個々の畜産生産者の対応というのはかなり難し

いかと思うが、地域によっては畜産団地と言われるような割と集合した場所に生産者がまとまって

所在している事例も県内いくつかあるので、今後何らかの対策が必要だなと思う。動物愛護センタ

ーの説明で 16、17 ページを見ていたときに、特に家畜に関しては家畜保健衛生所が関わる部分が

かなり大きいかと思うので、対策本部が県庁内に設置するあたりには、現状ではその他の動物関係

者というところに位置づけられるかもしれない。今後見直しがある必要があるときには、検討して

いく必要があるのかなと感じている。私が以前に信州大学の防災減災センターで講演したときに、

家畜を対象にした東北の震災、原発事故を含めて紹介したものをおそらく高校の先生がご覧にな

り、お問い合わせいただいて、協力したという次第である。 

福井座長 

・若い方に教育で携わっていただいている福澤構成員から、防災のことでも飼い方のことでも構わ

ないのでいかがか。 

福澤構成員 

・当校には動物看護師学科という科があり、そこでは国家資格になった愛玩動物看護師の養成を３

年間かけて実施している。その中で適正飼養学という科目が国から指定されている。今、飼われて

いる犬の 60%が室内飼育。さらに 2017 年には犬よりも猫の飼育頭数の方が逆転して多くなった。

動物飼育において少し転換ではないが、変化している。犬の飼育は番犬目的ではなく、やはり伴侶

そして、家族であるというところですごく大事に飼われている方が多いので、その状況の中で適正

飼養をいかに啓発していくかというところを大事に教育の場でも考えて構成しているのだなとカ

リキュラムをみると思う。本当に他の動物に対しての犬の社会化の必要性や、これがなされてなけ

れば、一緒に避難もできないし、社会化されていることにより、犬猫、他の小動物も対応が必要で

あり、そして何より大事なのが人への社会化である。幼い頃からの愛玩動物看護師が関わるパピー



クラス含めて全体的にその子犬を教育として見る。犬のしつけというのも言葉としては、なじみが

あるが、犬の教育というところで、しっかりと見ていかなきゃいけないなというふうに思っている。

それから、当校でも様々な実習犬を預かるが、避難訓練で犬を同伴して連れていくという。学校の

敷地内でも実際に行っている。やはり犬とかペットとの同行避難、同伴避難という言葉だけ先走っ

てしまい、私達動物業界の人間が実際に必要なものを持って、移動できるのかというものも、実際

に行わなくてはいけないなと、というところを動物取扱業者に対する講習会の際にも、考えていた

だけたらと思う。 

・先ほど拝見した防災手帳、竹田先生のご意見が入っているということで、すごく素敵だなと思っ

た。今後、アプリ化できないのかと感じた。その手帳を持っていなかったら、という場合があるの

で、狂犬病注射済票の番号も入れて、ワクチン接種の日付も入れられて何か情報が集まるアプリが

できたらといいなと感じた。 

事務局 

・何とか投げかけてみたいと思う。 

福井座長 

・次に、テーマは変わりますが、学校動物支援事業紹介のホームページを作成した説明があったが、

そのことについて大原構成員代理いかがか。 

大原構成員代理 

・昨年、学校飼養動物の支援事業を県のホームページに上げていただいて、県内の小・中学校へ周

知させていただいた。動物を学校で飼う先生方も何人もいらっしゃるが、そのときに相談する窓口

はどこなのかと戸惑うことがあるそうで、このようなホームページ等があるということはとてもあ

りがたいと感じているところ。今年度もまた機会があれば、先生方に周知していきたいなと思って

いるので、引き続きまたよろしくお願いしたい。 

 

（４）長野県動物愛護管理推進計画に基づく推進活動について 

事務局から説明 

福井座長 

・県の総合防災訓練が去年小諸市で開催されたが、今年は岡谷市を予定している。動物愛護管理法

の改正が公式ではないが今年度あるのではないかと言われている。色々な議論を聞いていると飼っ

ていけない人がそのまま飼っていいのか、そういう議論が出ていたり、あと終生飼養でない動物、

実験動物とか、野生家畜、野生動物をどのように扱うのかとの話も出てくる。どこまで広げた内容

になるか興味がある。そういったところを踏まえて、竹田構成員もその辺を詳しいのではないかと

思うので、今後の方向性や、家畜の面とか法律の改正など、何かご発言あればいかがか。 

竹田構成員 

・本来は参議院選挙の前後であるっていう話を伺っていたが、詳しい情報はわからない。それから

いろいろお話を伺っていると、皆さんご存知の通り、議員立法なので、環境省の担当部局で変えた

いなとか、ここが問題であると言ってもなかなか変えることが実はできないという変な法律だとい

うことを改めて理解したところ。先が見えないところではあるが、私の方でも情報が何か入れば皆

様の方と共有させていただければなと思っている。 

・家畜ではなくて、冒頭申し上げた３月から保護犬を飼い始めたのだが、災害対応で一緒に犬と避

難すると、当然避難先では日常の適正飼養がなされていればおそらく大きなトラブルはないかとは

思うが、実際に自分の保護犬の対応をしていると、とてもその社会化ができてないというところが

非常に大きな悩みである。もちろんその社会化というのは、人間であるとか、あるいは他の犬猫に



対してこの攻撃性を示すものもいれば、逆に今まで十分な環境刺激がなかったので、攻撃性はなく

ても興奮をする。うちの犬は後者の方だが、そういった事例を目の当たりにして、確かに「みんな

で避難しましょう」ということは分かっているが、実際に自身の経験から、なかなかその避難所に

保護犬を連れて行くにしても、先ほど福澤構成員が発言されたとおり、家庭犬、室内犬が増えてい

ることを踏まえると、その社会化が不十分な点というのを今後どのように対応したらいいのかなと

いうのが非常に悩ましい。また具体的な解決策もなく、どうしたらいいのかなということを考えて

いるところ。また岡谷市の避難訓練のときに、このような問題が起きるということもシミュレーシ

ョンしていただき、もしそういったトラブルが現地で起きたときにどういう対応したらいいのかと

いうのももしまだご検討の余地があれば入れていただいて今後に活かしていただければよいと思

う。 

福井座長 

・ちょうど犬の社会化とのことで専門の古山構成員いかがか。犬の社会化する場所が長野にはそん

なにないかもしれないが。 

古山構成員 

・長野県内でも犬の幼稚園や保育園はたくさんある。名前はそれぞれであり、僕は幼稚園とあまり

付けず、学校という表記している。犬の学校、幼稚園も含めて。社会性とか社会化という問題に関

して言うと、皆さんが犬を飼う上で、犬を飼っているマナーとルールというのは、やはり間違った

認識が正しいと思ってらっしゃるように感じる。例えば、今の社会だと犬と触れ合う、要は他人同

士が触れ合うことが社会化というふうな形をとっていると思う。僕の考えは全く違っており、他の

人の犬を触ることはしない、訓練士であるから。なぜかというと盲導犬も同じように、これだけは

皆さん知っていると思うが、盲導犬がいたら触らない、見ない、声かけないと周知されていること

だと思うが、ペットに関しては声をかける、触りに行く、おやつをあげることがマナーだというふ

うに思っていると思う。ただ、ジャパンケネルクラブは変わった世界かもしれないが、やはり、純

血種というのが、元になる。要は繁殖の元になる犬種もたくさんおり、それはかなり高額な犬もい

る。そこには、仮にオーナーさんというのが付いていたりすると僕らはその犬を引いているだけで

あり、実は何百万円の犬がいる。そうなると他人に触って欲しくない。近寄っても欲しくない。そ

れは何故かというと、リスクを下げているだけ。それを他人が見たときに、僕はその人に対して挨

拶もしないし、目もすぐ下がるので、人と犬に対してすごく高飛車に見えてしまう。あの人はすご

く怖いとか、サングラスもかけているし怖くなってしまうが、僕はその犬を守っている。ただそれ

が、一般の方からすると挨拶はない等の誤解を招いてしまう。訓練士として、もう一つは、犬同士

で無視できる環境、無視できるようにすることが最初のマナーだと思う。犬と人間同士も含めて、

挨拶することが社会化ではないという人間社会とはちょっと別だが、犬はそれぞれ独立した家庭環

境で過ごしているので、先ほど言った価値観というのも全く違う。僕はお客さんの犬をリードで持

っているので、先ほど話したように、いつもものすごく神経を張っている。それは人には気づいて

もらえない。なので、同じように僕のお客さんを指導している人には、まずは、すれ違えることが

最初のマナーであると。犬同士が挨拶することがマナーではない。犬同士は、特に。それもやはり

皆さんの中で、もう少しルールとかマナーという部分を間違えて解釈されている方がいらっしゃる

ので、やはり社会化という問題に関しては、いろいろ思うところがある。あとは、他の人によく触

らせる人がいるが、他人に触ってもらって喜ぶ犬ももちろんいるが、基本的には他人は他人なので、

社会化を学ぶ、勉強するため、教育するためには犬はプロに触ってもらうのが本当の社会化である

と思う。他人同士が他人の価値観で触って、この人はいい人だよ、近所の人だよとやるけれど、そ

れで咬傷事故等が起きている。なので、やはりそのマナーというものをきちんと正しいマナーって



何だろうということを考えていく方がいいのではないか。その上で社会化という部分がまた関わっ

てくると思っている。 

（５）多頭飼育問題等に係る多機関連携について 

事務局から説明 

福井座長 

・環境省でガイドラインを作る当初から、佐藤構成員に携わっていただいて、また行政の研修会、

環境省の研修会も携わっておられる。その様子も含めてコメントをお願いする。 

佐藤構成員 

・20 ページに多機関連携の実施状況をまとめていただき感謝。自分でも振り返っていたが、平成

30年ぐらいから、福祉と動愛管理の連携は必要だなと思ってきてはいるが、やはりそのとき県民、

長野県の状況としても、多頭飼育というワードを聞いたことがないよと言われた。猫屋敷だったら

あるのと聞き返すと、猫屋敷だったら知っている、そのぐらいのイメージの時代だった。そこから

環境省のガイドラインの検討会の構成員になったときも、やはり動物愛護の方たちの世界観という

のはわかるが、そこにやっぱり福祉っていうイメージがなかなか入り込んでいなかった、入ってい

なかったというところもかなりあり、これはおそらく長野県も同じだろうなといったところから、

令和５年から福祉と動物愛護管理の共通言語を作ることを目的にしたプロジェクトという形でや

り始めた。去年度は 10 ヶ所の保健所圏域で３回シリーズで実施したところ。ただ、これはずっと

県がやるとか、県社協がやるとか、そういう当事者性や主体性の話なのではなく、やはり自分たち

の地域のことを考えてもらおうとする住民の参加も増やしていかなければならないし、専門職も増

やしていかなければならないといったところから、研修会を起源として、各地で開催してもらえれ

ばいいというヒントとして、今年度は３回シリーズの３圏域といったところになっている。 

・21 ページの開催要領の５の対象について、基本的にはどなたでも結構だが、主にこういう方が

集まっている。行政機関、福祉の方全般というところ。あとは社会福祉協議会の方は地域福祉のコ

ーディネーターがいるので、そこを中心に、包括支援センターと動物愛護推進員、あとはまいさぽ

関係者である。困窮相談の方を中心に、民生委員さん等も含めて各会場 10 名ほどで、実施してい

るところ。実施内容としては、やはり連携の立ち上がり、いざ有事になったときに、同じ共通認識

を持って集まって、そこで連携をスムーズに立ち上げていこうというそういう共通の言語化ができ

ればよい。今の福祉で困っている現状は何なのか、動物愛護の方で困っている現状何なのか、とい

うのを研修会で認識を作っている。やはり、動物は、昔は所有物だったという時代から今はもう家

族の一員よりも大事なそのくらいの位置づけに来ている。だからこそ、福祉の方からその動物の方

をもう少し考えてあげないと、うちの家族のことにこれ以上口出すなという考えの飼い主さんもい

るのが現状なので、そういったところに動物愛護の方面からの視点も言っていく必要もあるだろう

し、もしくは動物愛護の方もこの飼い主は福祉の支援が必要そうだけども、どこの窓口に相談して

あげればいいのだろうという悩み事もあったりする。そんなときに災害の話と同様で、平常時の状

況がそのままの災害時の状況に持っていかれるわけなので、そのときの関係性を平常時に作ってお

くことを基盤にして県内で研修を実施している。それと同じようなことを環境省の全国の動物愛護

管理自治体等関係の研修がある、３泊４日ぐらいである。研修生が 80 人ぐらい集まり、熱気が高

い。去年、私も呼ばれて講師として参加したが、そこで多頭飼育の連携の仕方みたいなところを一

コマ 90 分で実施した。主に長野県の取り組みと長野県の現状のやり方などを話している。一番大

事なのは、その問題を解決するということは確かに大事だが、問題解決の前にその人のやっぱり

QOL、飼い主さんの動物を飼っていたときの幸せの感覚を、動物を飼えなくすることだけが目的に

なるようなそういう問題解決ではなくて、動物と飼い主さんがちゃんと良い状況の環境、生活環境



というか、そういう環境で飼い続けていけるための連携というかそういう模索の仕方をする場面を

各行政であったり、県で考えていく必要性があるところを中心にお話をさせていただいている。 

福井座長 

・取組は全国的にも注目を集めて TV の朝のニュースでも一言程度、長野県の取組という紹介をさ

れており、佐藤構成員がいらっしゃったので、どんどん進んでいるかなと思う。実際参加されてい

る松井構成員いかがか。 

松井構成員 

・対応件数を今所持していないので、おおよその数になるが、昨年度、10匹以上の現場の相談数は

12ヶ所。結構進んでいて少ない。12だと断然少ない。10匹以上の現場から昨年保護した頭数は 56

匹。１ヶ所ちょっと大きいところがあったので、この数だが２、３年前からすると、数は上田に関

しては、ちょっと落ち着いてはきているところ。 

・ハローアニマルで多頭飼育の案件を題材にして、そのときの講習会の講師が佐藤構成員だった。

待っていましたとばかりに講習会に参加させていただいて、それ以降のお付き合いで、このチーム

TAGというところから連携してやっていきましょうということで、佐藤構成員が発言されていたと

おり、私達はもう動物に関わることは、ある程度話はできるし、対応も何とか頑張れるが、やはり

飼い主さんがいるわけで対応に入るその飼い主の家の家屋の状況や、飼い主本人の身体的なことも

ふまえると、どうしても人間のプロである福祉関係の方に介入していただかなくては、全てのフォ

ローができない。動物を引き取りして、全てが終わりではない。先ほど、佐藤構成員も発言された

ように。やはり一番は QOLを上げて、飼い主とそこにいる動物犬や猫が幸せにできる限り継続して

生活を共にできるということがまず第一目標である。 

・他には、上田市は積極的に地域包括センターの関係者に参加をお願いし、去年度は 50 人ぐらい

で会議や講習会を 50 回程度実施している。そのときは状況を聞いてはいるけれども、動物のボラ

ンティアさんが何でもやってくれると思う。保健所さんは動物を何でも引き取ってくれると思う。

そう思っていた参加者が多く、そういう現場に立ち会ったときに見て見ぬふりをしてしまう方もい

た。また、動物については、対応してくれる人たちがいるから大丈夫という結構楽観的な方が多か

った。当団体は、NPO 法人なので、知らない方は県からお金もらってやっているとか、団体に対す

る誤解が多かったが、昨年、一昨年前から佐藤構成員が県内全域でいろいろな勉強会をやってくだ

さったおかげで、少しずつ、福祉側の方たちも気に留めてくださるようにはなった。今までは、連

携しましょうと声をかけても、一番壁になったのが、個人情報であった。このことが変化し、やは

り支援者会議等を関係者でやりましょうというところでの情報開示は必要と言う認識に変化した。

社会福祉法等があるので上田市圏域では個人情報が壁になって会議ができないということも今は

なくなった。でも、県内いろんな地域にいるボランティア団体さんから結構な数の相談が寄せられ

てきており、やはり連携の難しさを他地域の動物愛護管理関係も感じている。これは私達愛護団体

のそれぞれの地域にいる皆さんも同様と思うが、地域によって温度差があったりだとか、法律に定

められているわけではないことなので、市町村単位でスムーズな取り組みができ、仕組みができて

いってくれたら良いと思う。福祉部局の人たちが一番困っていたのは、どこに相談していいかがわ

からないっていうのがまず一番多かった。 

・あと長野県のホームページにも記載があるとおり、長野県に限らず、高齢化社会が加速しており、

長野県も高齢者の割合が跳ね上がっている。今後、多頭飼育に限らず、１匹でも２匹でも飼われて

いる高齢者の方が手放すという相談も止まらず必ずある。やはり、動物病院の先生にお伺いすると、

飼い主さんも高齢、連れてくる家畜たちもみんな年を取っていると。だから今ちょうどそのペット

全盛期の頃から何十年か経ち、飼い主さんもそばにいるペットたちもやっぱり年を取ってきてい



る。なので、今後ますますちょっといろんな案件は増えるのかなと、それに伴ってその連携できる

という仕組みが今以上に進んでくれればいいのではないかなと思う。 

福井座長 

・何か問題あっても、今までは動物の問題では、保健所の動物の担当者はよろしくねというので終

わっていたが、今は飼い主に関わる関係者皆で問題を出すようなことができ、少しずつでも進んで

いけるかなというふうにお聞きして思った。高齢者の問題は県の動物愛護管理推進計画の中で、項

目立てはしていない。次回はそれがキーワードになってくるように思う。今後、推進計画の見直し

時には是非検討させていただきたい。 

（６）その他 

   事務局から説明 

福井座長 

・若者に普及していくことが大切だと思っているが、福澤構成員、ご意見等何かあれば。 

福澤構成員 

・当校に学生約 150名在籍しており、獣医師会の先生方、行政の先生方からいろんなセミナーのご

案内いただき、授業の都合がつく限り、学生にも紹介している。とにかく色んなセミナーに触れて

もらうのが良いと思い、努力しているとこと。やはり、教科書の学びではなく、多方面の先生のご

意見、お声を聞く学びというのは、これからも学校としてはさせたいと思っている。 

・松本市に学校があるが、松本市保健所に以前から何か連携協定の話はもらっている。他の県を参

考にすると、例えば大学ではやはり保護犬の譲渡に繋げる中で、いろんなトレーニングもしながら

学生が普段のお世話しながら、犬を人に慣れていきながらという事を学校で実施しているようであ

る。現在模索中だが、それこそさっきの災害のときのお話で、学校でも少し保護された動物を置け

るような協力が可能かもしれないと思うし、あとはセミナーの会場としても、使っていただけたら

幸いと思っているので、またお話させていただけたらと思う。 

福井座長 

・長野市さんも講習会予定されるそうだが。 

大河内構成員 

・26 ページに出していただいている、動物愛護管理講座として毎月やってはいる。この月間では

開業医の獣医師を呼んで、ペットロスそのものになると人の問題になるので、それに絡めてペット

ロスのならないように普段行っておくべき正しい飼い方、適正飼養について講演を行っていただく

予定。 

福井座長 

・全体を通して何かご意見等あれば。 

降籏構成員 

・先ほど犬猫の移動販売のお話があったが、ペットショップでの販売も世の中ではご意見がある中

で、移動販売については規制というか、一時業者が来て、店舗を設置し、犬猫を売って帰ってとい

う形態をやっていかれたが、最近は 72 時間前に設置し販売する犬猫の健康等具合を観察して、そ

れでいいという確認をして販売するということのようだが、こんなレベルでもって販売して本当に

これでいいのかなと思う。動物愛護の先進県である長野県でも同じでよいかと思うことが本当にあ

る。買ってきてよく見たら足に先天的な奇形があったり、それから買ってきたときは小さかったけ

ど、半年もしたら大きくなり、何の犬種か分からない犬があったり、購入した次の日から具合悪く

なり、販売者に連絡取っても連絡が取れない。このような問題が毎年毎年繰り返される。だいぶ昔

に私も移動販売を見に行ったことがあるが、県市町村レベルで条例作る等の対応が必要だと思う。



条例で規制することは出来ないところもあると聞いているが、先進県である長野県できちんとした

移動販売、無責任な売り方は長野県では移動販売できないというようなところまで持っていけない

ものかなと思っている。とにかく、買う方にも問題あるけど規制すべきだと思う。確かに柴犬と言

われても、柴犬らしくなくきつね顔であったり、尻尾も真っ直ぐであった。購入者はかわいいから

と理由で買ってきたりする。それから私の知り合いでは、ショーケースで犬がすぐに糞まみれにな

って直ぐに片付けないから、可哀想となり購入した話も聞いた。本当に長野県の県民性はもう本当

に動物愛護会の会員以上に動物に対して想いがあると思って聞くこともある。いずれにしても、移

動販売だけはもう勘弁して欲しい。 

福井座長 

・移動販売含めてオークションもそうだが、問題になっているのは、確かである。相当詰め検討し

ないと、今のところ移動販売は体調管理の義務付けを今回法改正で行っている。移動販売が問題だ

というのは意識している。今後、進めていけば今度は販売店からの動物の購入も同様である。昔か

ら議論あるが、フリーターから直接購入すべきだとも昔から言われている。 

降籏構成員 

・ペットショップは移動せず固定店舗である。ある程度、ペットショップが責任持って対応する。

一方で移動販売は売ってそのままだ。地元の病院が販売された動物の診察をし、病気の面倒見たり

する。本来はこのような状態であるべきではない。少なくとも先進愛護の県であれば、この辺だけ

はもっと条例であっても規制をしてよろしいと思う。強く感じる。購入者があまりにもかわいそう。 

事務局 

・前回の法改正から、移動販売のことは、環境省も問題であることは認識していて、その一方で、

移動販売の業者は少なく数件しかいなくて、その業者が全国を回ってトラブルを起こしているとい

う。その販売の業者が来るたびに、県庁や松本市、長野市も含めて、苦情はたくさん寄せられてい

る。寄せられている意見の例としては、最初からその意見の方が移動販売の状況を監視する意見で、

ここがおかしいのではないか、そこがおかしいのではないか、というところで、寄せられる。保健

所も監視はしているが、さすが業務上、販売に対する妨害はできないので、条件が揃ったら登録は

せざるを得ないという状況である。また国へも、移動販売に対する規制というのもすごく求められ

るし、県としても以前にご意見等をいただいているので、今後も踏まえながら、何らかの次回の法

改正で盛り込まれなければ、県として考えてなくてはならないという点ではある。先ほどご発言さ

れた条例で決めた自治体があるという話は以前に新潟県が条例で決めた。ただ、この法改正で、移

動販売に対する販売前の 72 時間観察というものが加わったので、その条例は廃止になったと新潟

県から聞いている。 

降籏構成員 

・買う方も買う方だが、購入する動物に対して何も勉強しないで、かわいいを理由に購入してしま

う。成犬になっても最低 8 キロしかならないというのが、18 キロになったりする。本当にこれで

良いか、つくづく思う。買う方ではなくて売る方を規制する手はないのか考える。販売業者も販売

後何日間かは電話に出ない。忘れた頃に電話は通じるが、これも一つの販売のテクニックなのだろ

うか。不満である。 

福井座長 

・中核市は、その辺コメントいかがか。 

久保田構成員 

・苦情はそんなにないが先日もやはり松本市内でこういう移動の販売の業者さんがいて、２日間、

動物の様子を確認した上で販売するということに今なっているので、それに基づいて確認をさせて



もらいうちの方で登録をして、販売してそれですぐ廃止の届けを出して、別の場所に行かれたと思

う。長野県だけがどうこうということではなくてやはり今、動物取り扱いについては法律で規制を

全国的にかけているので、やはり全国的に規制をかけていくというやり方がいいと思っている。今

後そういったことが国レベルで議論をされてまた法改正などに活かされてくると思うので、そうい

ったところには積極的に意見を出していくということが必要なのかなと思う。私ども市にも、先日

販売業者が登録にきたので、車の事前の確認をし、登録をして、販売をしていったが、その後市に

は直接苦情は入っていない。 

松井構成員 

・同じ動物側の視点での話になるが、基本的に法律によって定めれば、どこも右ならえという形で、

それにのっとって、お答えできる。それはすごくわかるが、法改正はなかなか難しい部分がある。

降籏構成員も発言されたように、県の条例というのも難しいとは思う。でも、全国的に見て、どこ

もそういう規制をしている県が今ではなくて、新潟県は 72 時間の観察時間ができたから条例を廃

止にすると形ではあったけれども、例えば同様に市町村や県が独自の条例を制定することによっ

て、他自治体も長野県が独自の条例を制定したなら、類似の条例ができるかもしれない。何も国か

らの法改正を待つのではなく、下からボトムアップしても良いと思う。古山構成員が発言されてい

たように。 

・以前、長野市内の移動販売において、ある上田市民が犬を購入し、犬が購入後、伝染性感染症に

患っていることが分かった。飼い主さんは販売元と連絡は取れたが、治療するから犬を返品しても

らいたいと言われた。犬を初めて飼う方であったので、何かおかしいと思い動物病院で診察をお願

いするが、動物病院も伝染性感染症と分かり大騒ぎとなった。すごく難しく厳しい部分ではあると

思うけれども、積極的に県独自の規制を検討していただけた方が飼い主にとっても、ペットにとっ

てもよい。古山構成員の発言されたとおり、胸に響いたが、やはり真剣に犬を繁殖させている方も

いらっしゃる、その犬種を。私も純血種を飼っていたからわかるが、私も基本的には販売全ては NG

だと思っていない。本気でその犬種をスタンダードに沿って、後世に残していくということをして

くださっている方たちには本当に尊敬しているので、やはり怪しい販売や事業者は排除していける

日本にしていって欲しい。それが長野県からでもよいのでは。 

竹田構成員 

・資料に監視指導計画の実施率があり、第一種動物取扱業の監視率についても 122%を超えではあ

るが、いわゆる移動販売、その販売業っていうところもあるので、座長が発言されたように、なか

なかその規制っていうのは難しい面はあるのは承知である。それでも長野県の独自の取り組みとし

て、移動販売においては、例えば事前の報告義務とか、あるいはその販売期間が終わった後、その

販売されていた犬や猫が健康なままそこの販売先で３日間なり過ごしたのかとか始める前と始め

る後の報告義務というの保健所に報告するというようなことを義務付けても良いのではないかと

思う。ひとまず大きな前進ではないのかなと感じがする。何か大きな動きがあったときに、検討の

一つにしていただければと思う。 

福井座長 

・動物を販売するときには、法に基づき対面での説明事項も決まっており、指導も厳格に行う必要

がある。既存の法律においても、１年間の販売した頭数についても報告義務等あるので、基本的な

ところを順守する必要もあると思った。 

事務局 

・条例にしなくても実施は可能かどうかと考えているところ。 

福井座長 



・矢島構成員、公開講座の案内があるとのことだが。 

矢島構成員 

・資料 25ページの２番のハローアニマル公開講座「正しく知って防ごう 人と動物の共通感染症」

動物愛護センターで開催をさせていただく。50 名の予約枠にはまだまだ空きがあるので皆様にも

お知らせいただければと思う。狂犬病の話や、獣医師会の副会長である東條先生に話をしていただ

くので、お知らせいただければ。 

事務局 

・３番目の動物愛護管理技術研修会「ペットの法律トラブル事例」ということで、７月５日に長野

市と共催で、長野市の若里にある県立長野図書館において、弁護士でまた環境省の中央環境審議会

の動物愛護部会の委員でおられる浅野明子先生をお呼びした研修会も予定している。 

４  閉会 

事務局 

・本日長時間にわたり懇談いただき感謝。いただきましたご意見を参考にさせていただき、また今

後進めてまいる。以上をもって、第 1回長野県動物愛護管理推進懇談会を閉会する。 

 


